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霊長類における幼体の行動発達と初期母子関係

一常同行動の比較行動学的分析一

1.常 同行動 の分 析

1)常 同行動の発現条件 としての母子隔離

主として形態学的な基準によって同じカテゴリーに分類された動物は,生 理学的あるいは

その他の基準によっても共通の特性をもつし,ま た,行 動上の共通性をも有する。たとえば,

ニホンザルという一つのカテゴ リーに分類された動物は,た とえ,生 活する環境を異にして

も,基 本的に共通した行動特性をもっている。同じカテゴリーに属する動物に典通な行動の

多くは,長 い年月にわたる系統発生のプロセスを経て獲得してきた種に固有な,つ まり,生

得的な行動である。したが って,社 会的行動もそれぞれの動物種が進化の過程で作 りあげた

集まりとつながりのある行動であり,こ れは集まりとの関連が直接問題にされない個体間行

動 と区別されるべき(糸 魚川,1975b)で ある。また,動 物のもつ集団や社会は,種 に固有

の行動を次の世代に遺伝的に伝達するばかりでなく,次 の世代の動物がそのような行動を発

達させる上で必要な刺激を包含 している。したがって,集 団や社会か ら取 り出され,同 種の

動物 との接触をもたなか った動物は,単 に学習によ って獲得する行動ばかりでなく,生 得的

に獲得している行動さえも十分に発達させ ることができない。生得的な行動は同種の動物に

おいて普遍的にみられる行動であるが,特 に霊長類を対象 とした生得的な行動の研究は極め

て少ない。また,霊 長類のみならず,そ の他の多くの動物においても,個 体発生の初期段階

にさかのぼった生得的な行動および習得的な行動に関する発達的な研究はほとんどない。

ところで,生 後初期の発達段階にある刺激を受容 したことが動物にとって将来重要な意味

をもつようになったとき,そ れが全て学習によるものであると考えるならば,わ れわれを含

めて動物の行動は全て学習によって決定され,環 境から与え られる刺激を分析する ことによ

って全ての行動が解明されることになる。行動発達研究における環境条件の分析は,確 かに,

心理学的に重要な問題である。 ところが,こ うした考え方は,動 物が系統発生のプロセスを

経て獲得してきた重要な能力を全く無視するものである。動物は,自 らをとりまく環境から

与えられるものを受動的に取 り入れるのではな く,む しろ,自 らの必要とする刺激を積極的

に,し かも選択的に外界から取 り入れるのである。 したがって,動 物の行動は,外 的刺激条

件と無関係に成立するものではな く,外 的刺激条件の影響を受けつつも生活体 自身のもっ要
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請にしたがって発現 し,展 開する(糸 魚川,1969)の である。それゆえに,主 として形態学

的な一定の基準で同じ項 目に分類された動物が,異 なる自然環境の下で生息してもほぼ共通

の行動型を発達させ,同 種の動物は基本的に同一の,あ るいは類似 した構造をもつ集団や社

会を形成 しうるのである。

ここで,発 達とは,間 断なく変化する環境 中に生存している生活体の構造 と機能の時間軸

上における変化(前 田,1970)で あると考えると,自 らを取 りまく社会的,物 理的環境か ら

動物はどのような刺激を,ど の程度,し かも発達のどの時期に取 り入れるかといったことが

動物の行動を分析する上で重要な問題 となる。つまり,幼 体の行動発達 とは,環 境との相即

の中で発達の進行にともな って 自発的に産出される衝動を生得的に獲得してきた行動型を用

いて解放する結果,幼 体は環境 との結びつきを強め,ま た,変 化する環境に適応することが

できるようになることである。

動物が発達途上で出会 う刺激 は物理的刺激 と社会的刺激に大別される。 これらの刺激は動

物の成長 ・成熟の段階によって動物に与える影響を異 にするが,動 物の内部においては最終

的に神経系の興奮とな って中枢に伝達される。したが って,動 物は,成 長 ・成熟の段階によ

って刺激受容の様式が変化 し,そ れゆえにある特定の刺激に対するかかわり方や反応が異な

るようになる。それゆえに,動 物の行動を研究するとき,刺 激に対する動物のかかわり方の

差異を分析することは極めて重要である。集団や社会を形成する動物において・物理的刺激

も確かに重要であるが,そ れ以上に社会的な刺激は,動 物の行動発達に大きな影響を及ぼす

と考え られることから,本 論文においては,社 会的刺激の分析を中心に考察する。

社会的刺激は,物 理的刺激 と比較すると,自 己と他者 との間に複雑な行動の連鎖(behav-

ioralsequence)を もっている。 したがって,そ れだけ動物の受ける影響も大きい。特に,

動物 は,あ る特定の刺激に対す るAM1)あ るいはAAM2)を 生得的に有 している。AAMは

個体発生の最初か ら完全に成熟 しているのではなく,個 体の学習,あ るいは経験によって影

響を受ける(前田,1962)。 このように,本 能行動の内因性の機制を追求し,そ こに行動の法

則を見出し,生 活体の自発性を実証的に解明しようとする研究分野が比較行動学である。比

較行動学の構想によると,本 能行動 とは,本 来一つの衝動に動機づけ られた行動が種に固有

の行動型によって,あ る決まった方向に解発され,一 定の終結を収めるもの(前 田,1963)

である。 ここで,本 能行動の機制を明らかにしようとするならば,行 動に及ぼす内的そして

外的な要因を個体発生の初期発達の段階にさかのぼって分析的に考察することが必要である

(前田,1970)。 というのは,心 理学における行動研究の立場は,行 動の発現 にかかわる条件

の分析を行ない,行 動のメカニズムを探 ること(糸 魚川,1975)で あるからである。ここで

問題となるのは,初 期発達の段階が個体発生のどの時期までさかのぼりうるのかである。こ

れまでの研究は,あ る時期の行動に対するそれ以前の時期の刺激内容が問題 となり,し たが
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って問題解決のための研究対象の時期が次第により以前の発達段階を目指 し,胎 児期にまで

至 っているが,本 論文においては幼体の出生後約1年 までの期間を問題 としている。

多くの動物は,誕 生後の時間経過,す なわち成長 ・成熟の進行にともない,そ の各発達段

階において 自らの 必要とする刺激を 自らのおかれた環境の中か ら取 り入れなければならな

い。 したが って,動 物の発達 とは時間軸上の行動の変化であると同時に,そ の種の動物が系

統発生の途上で獲得 し,次 の世代へと受け継いできたものを,個 体発生のプロセスの中で現

実化するはたらきでもある。 ことに,通 常,集 団や社会を形成する動物において,社 会的な

環境 とのかかわ り,す なわち,同 種の個体 との相互交渉は,個 体の生命維持ばかりでなく,

種の保存 という点で極めて重要である。つまり,個 体は自らの生活す る集団や社会の中で,

同種の他個体に影響を及ぼすと同時に,そ れぞれの生育段階に応 じて自らの社会環境とかか

わり,種 に固有の方法でその環境に適応 していく(南,1974a)。 したがって,動 物を生後初

期の段階から母や同種の個体との接触を全 く遮断するな らば,与 える影響は極めて重大であ

る。集団や社会を形成する動物を全く単独で飼育する方法は社会的隔離といわれる。社会的

隔離を受けた動物が,野 外に生息する同種の動物にはほとんどみることのできないさまざま

な行動を示すことはよく知 られている(Mason,1960;Berkson,Mason,&Saxon,1963;

Sackett,1965)o

隔離飼育を受けた霊長類の行動の特徴は,社 会的な環境に対 しては勿論のこと,物 理的な

環境 に対 しても,そ の新しい事態,あ るいは新 しい環境に適応する能力が低いことである。

つまり,社 会性に欠損のみ られること,環 境場面とのかかわりが少ないこと,そ して自己の

身体 に向け られた特異な行動が発現すること(糸 魚川,1967)な どである。常同行動の発現

条件 としての社会的隔離の問題にっいてはすでに報告 した(南,1974a)の で,本 論文にお

いては 〈常同行動〉あるいは く固着行動〉(stereotypedbehavior)と いわれ る特異な行動

の分析を中心に考察を進める。

社会的隔離を受けた個体,す なわち,隔 離飼育個体においては,異 常な行動型が強迫的に,

そして くり返 し現われ ることから常同行動,あ るいは隔離されていた時期に通常みられる行

動の発現または衝動の解放が隔離によって抑制され,異 常な行動型として固まると考え られ

ることか ら固着行動 といわれる(南,1974b)。 この行動は二次的変容行動であるが,変 向

行動,退 行行動,転 位行動,そ して神経症的行動のいずれにも入 らない二次反応である(糸

魚川,1967)。 さらに,非 文脈性,非 可逆性,反 復性,そ して固執性(持 続性)な どの特徴

をもつ行動であるが,現 在のところ,次 のことが明らかにされている(南,1974b)。

1生 後早い時期に隔離された場合,非 移動性の,そ して,自 己の身体に向け られた常同行

動が,ま た,生 後1年 前後の隔離の場合,移 動性の常同行動が多く幼体に発現する。

2こ の行動は,た とえ同種の仲間との十分な接触のあるときでも,生 後一定期間母と一緒
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にされなか った ときに発現す る。

3こ の行動 には種差,性 差,そ して個体差が認 め られ る。

次に,こ れ らの諸点 につ いて詳細 に検討す ることとす る。

常同行動 の発 現条件の 中で最 も重要 な条 件は社会 的隔離の条件で あることはすで に述 べた

が,社 会 的隔離 は,個 体の成長 ・成熟 に影 響を与 え る物 理的刺激や社会的刺激 の不足,あ る

いは欠如 を同時 に含 んでい る。まず,物 理 的刺激 の中で常同行動の発現条件 と して最 も重要

で ある と考 え られ る隔離飼育猛の大 きさ と構造 について検討 しよう。

常同行動 の研究 と直接 あるいは 聞接 に関連 のあ る研究 を櫨の大 きさによ って分類す ると次

の ようにな る。

1容 積が0.05㎡ 以 下の鑑:Berkson,Goodrlch,&Kraft(1966)約46×33×33㎝;Hopf

(1970)約25×30×45c勿

2容 積が0.1㎡ 前 後 の濫:Benjamin(1961a,1961b,1962)約38×46×61c駕Benjamin&

Mason(1963)約38×46×61cη;Berkson(1968)約46×51×48c魏;Mason&Sponholz

(1963)約61×46×38c鴉Berkson(1973)約57×46×51c窺

3容 積 が0.5～1。0㎡ 前後の鑑:Davenport&Menze1(1963)約122×61×71㎝;Seay,

Hansen&Harlow(1962)約91×91×91㎝;Seay&Harlow(1965)約91×91×91c駕

Berkson,Mason,&Saxon(1963)約152×84×81(珈;糸 魚川,鵜 飼,根 ケ山&南(1975

a)約60×93×125(翔;南(1970)約75×50×120伽

この分類か ら明 らかなよ うに,容 積が約1㎡ まで の橿で飼育 された幼体 は全て常 同行動 を

発現 させ る。 さ らに,Draper&Bernstein(1963)は 容 積がそれぞれ約0,7㎡(約90×90×

900の,約2.6㎡(約120×90×240㎝),そ して約248.8㎡(約1,440×720×240㎝)の 三種類

の大 きさの濫を用 いて,常 同行動 の発 現 と濫の大 きさ との関連 を明 らかに しようとした。 そ

れ によ ると,他 の二種 の濫 で飼育 された幼体 は全 て常同行動を発現 させたが,最 も大 きな櫨

で飼育 され た リーサスザ ル(rhesus)の 幼 体 には常同行動が み られなか った。 しか し,こ の

サルの隔離時期 は生後12ヵ 月 前後で あり,後 で詳述す るよ うに,こ の研究の隔離時 期は常同

行動の発現す る臨界 期で もあ る。 したが って,臨 界期前後 の隔離 において常同行動 の発現 と

鑑の大 きさとの 聞に何 らかの関連が認 め られ る として も,そ の ことが直 ちに,常 同行動 が濫

の狭 さのみ によ って発現す ることを意味 しない。 また,櫨 の構造 について も,上 述 した多 く

の研究 は,周 囲が金網 によ って囲まれた橿を使用 しているが,他 方,わ れ われの使用 してい

る濫の ように,前 面 を鉄棒で 囲まれ,そ の他の側壁 は木 あるいは鉄 の板で 囲まれた濫を使 っ

た研究 もある。 また,濫 の中に入 れ られた物体 につ いて も,こ れ らの研究 の聞 に共 通点を見

出す ことはで きない。

物理 的刺激が幼体の特 に運動感覚機能 の成熟 を始め全身の発達 に とって極 めて重要で ある
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ことは論をまたないが,上 述 した諸点か ら,濫 の大きさおよびその構造は,常 同行動を発現

させる基礎的条件としてそれほど重要ではないように思われる。

次に,社 会的刺激の中で常同行動の発現条件として最 も重要であると考え られるのは,母

との相互交渉の欠如,同 年齢の個体との相互交渉の欠如,そ してそれ以外の同種の個体との

相互交渉の欠如などが考えられる。

Harlowの 愛情系(Theaffectionalsystems)に 関する研究(1962,1965)に よれば,同

年齢個体間の相互交渉は幼体の行動発達にとって極めて重要であり,1日 にわずか20分 間一

緒に遊ばせるだけで社会的な行動が正常に発達するといわれるほどである。 しか し,こ れ ら

の研究において,即 日隔離を受けた幼体はいずれも常同行動を発現 させている。また,幼 体

の生後6,7カ 月に隔離飼育された2ペ アー,4匹 の幼体にも常同行動の発現が認め られて

いる(Seay,Hansen,&Harlow,1962)。 したがって,濫 の大きさと同じく,臨 界期前後

の隔離 において常同行動の発現と同年齢個体との相互交渉の欠如 との間に何 らかの関連があ

るとしても,同 年齢個体 との相互交渉の欠如が,常 同行動を発現させ る基本的な条件とはな

り得ない。同様に,母 および同年齢の個体以外のものとの間の相互交渉の欠如が,常 同行動

の重要な発現条件とは考えられない。しかし,こ の点に関する研究はこれまでほとんどな く,

今後の重要な研究の一つである。

次に,こ れまで述べてきた常同行動を発現させる条件とは別に,常 同行動を発現 させない

条件を考えてみよう。

この条件を直接に変数とした研究はほとんどないが,わ れわれの研究か ら次の諸点が明ら

かにされている,と 考え られる。

1現 在のところ,成 体(4,5才 以上)を 単独で飼育しても本論文で述べるような常同行

動は発現しないようである。

2幼 体を隔離飼育するときに用いられる同じ大きさの櫨に幼体を母とともに飼育しても,

幼体は常同行動を発現させないようである。

3生 後初期に母子隔離を受け,常 同行動を発現させている母ザル と一緒に飼育されている

幼体であっても,常 同行動を発現させないようである。

前述 レた多くの隔離飼育に基 く研究における共通の条件は,隔 離期間中他のサルを見 るこ

と,お よび他のサルの音声を聞くことはできるが,他 のサルと身体接触をすることができな

いことである。また,実 験的に視覚を奪取されたサルであって も母 と一緒に飼育された幼体

には常同行動が発現しない(Berkson,1973)。 したがって,視 覚的な欠陥そのものは常同

行動の発現条件とは考えられない。

これまで述べてきた諸点,お よびHarlowら の研究(1965)に よって指摘された幼体の行

動発達に及ぼす母ザルの重要性を考慮すると,幼 体における常同行動の発現条件は,社 会的
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隔離の中でも特に母子隔離,な かんず く,母 ザル との身体接触の欠如であると考えられる。

この ことは,生 後初期の幼体にとって運動感覚機能を含む全身的な成長 ・成熟にとって母 と

の身体接触の重要性を改めて浮き彫 りにするものである。また,す でに述べた,成 体に達 し

た後単独で飼育された個体に常同行動が発現 しないのは,種 に固有の成長 ・成熟がすでにあ

る段階に達 していること,ま た,そ の時期にはすでに発達にともなう母子分離が完了し,母

との身体接触による刺激受容が幼体の行動発達にとってほとんど必要のない段階に達 してい

ることなどによるものであると考え られ る。

幼体の成長 ・成熟と関連 して次に問題となるのは,母 子隔離を幼体の発達途上のいつ始め,

そしていつまで続けるかということである。つまり,母 子隔離の時期と期間が問題となる。

すなわち,行 動発達の問題は,ま ず,そ れぞれの発達段階の各時点において,反 応を契機づ

ける内外的要因を因果分析的に追求 しなければな らない(前 田,1970)か らである。

常同行動は,母 子隔離後およそ20～30日 以内に発現する(Hopf,1970;糸 魚川,1967;南,

1970)し,遅 くとも隔離後2カ 月までには発現する(Davenport&Menzel,1963)。 したが

って,常 同行動の発現条件 としての母子隔離期間は幼体の母子隔離後ほぼ30～60日 以内であ

る。それ以上の隔離期間は,発 現 した常同行動の強さあるいは固さの形成と関連があると考

えられるが,詳 細については未だ明らかではない。また,隔 離期間の問題 として,継 続して

幼体を単独飼育するなどの全体隔離(totalisolation)と,時 々母 と再 出会わせを行なうなど

の部分隔離(partialiSolation)の 条件があり,幼 体に与える影響が異なるようである。 し

かし,こ れらの条件と常同行動の発現条件との関連,あ るいは発現する常同行動の行動型 と

の関連については今後の研究に負うところが大 きい。さらに,常 同行動の特定の行動型がど

のようなプロセスを経て発現するか,つ まり,常 同行動のそれぞれの行動型が発現する機制

も未だ解明されていない。いずれに しても,動 物を用いた隔離実験を行なう条件は動物の自

然な姿を理解することを前提に,か れ らを限界状況におくこと(糸 魚川,1973b)で あるが,

すでに述べたように,隔 離実験は動物に極めて複雑な影響を与えるものであり,そ れによっ

て発現する諸行動の分析には慎重な検討が必要である。

ほとんど解明されていない多くの問題の中か ら,本 論文においては,次 に,隔 離時期と常

同行動の行動型 との関連について考察を続ける。

2)母 子隔離の時期と常同行動の行動型

発達途上にある幼体を発達のどの時点で隔離するかは幼体の行動の変容に決定的な影響を

及ぼす(糸魚川,1967)。 すなわち,誕 生直後から,幼 体は自らの内部環境の平衝維持のため

にある特定の刺激を外部環境に積極的に求めるか らである。 しかも,刺 激受容の様式は幼体

の成長 ・成熟の程度によって質的にも量的にも変化する。つまり,幼 体がどのような外部刺
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激とどのようにかかわるかは幼体の成長 ・成熟の程度 と深 くかかわっている。それゆえ,す

でに述べてきたことは,常 同行動の主な発現条件が母との身体接触の欠如であり,し たがっ

て,多 くの可能性の中から幼体の常同行動がどのような行動型をとって発現するか というこ

とと,隔 離された時点 における幼体の成長 ・成熟の程度との間に密接な関連のあることを示

唆するものである。

これまで,わ れわれの研究室 においてなされてきた常同行動の行動型と母子隔離時の幼体

の年齢との関係を表わす(Table1)。 まず,常 同行動の行動型は次の三点に大別すること

ができる。

1自 己指向性口触の常同行動:口 を用いて自己の身体にかかわる行動。たとえば,手 足の

親指,雄 ではペニスなどを吸ったり,な めたりす る行動。

2自 己指向性手触の常同行動:手 足を用いて自己の身体にかかわる行動。たとえば,手 足

や胸部などを抱 く行動や 自己の身体の毛を引くなどの行動。

3位 置移動性の常同行動:多 くの場合,位 置移動をともないながら,体 全体を用いて単純

な運動をくり返す行動。たとえば,濫 の天井にぶ ら下 って体を前後あるいは左右にゆする

行動,い わゆる トンボ返 りのような行動,:お よび床を一直線に走 ったり,タ ーンを行うな

どの行動。

生後88日 までに母子隔離を受けた幼体は全て,自 己指向性口触の常同行動,あ るいは自己

指向性手触の常同行動のいずれかの行動を発現させている。また,生 後193日 以後751日 ま

でに母子隔離を受けた幼体は全て,位 置移動性の常同行動を発現させている。他方,例 外と

して,生 後93日 に母子隔離を受けた幼体(SKR69)に 常同行動がほとんど発現しなかった

ことを除けば,生 後90日 以後193日 までに母子隔離を受けた幼体は,自 己指向性口触の常同

行動,自 己指向性手触の常同行動,お よび位置移動性の常同行動の中でいずれかの常同行動

を発現させている。換言すれば,自 己指向性手触の常同行動は母子の即 日隔離から生後193

日の母子隔離を受けた幼体に発現 し,生 後90日 以後生後751日 までに母子隔離を受けた幼体

には,位 置移動性の常同行動が発現 している。さらに,自 己指向性口触の常同行動と自己指

向性手触の常同行動は,隔 離時期との関連か ら述べると,ほ ぼ同じ時期に発現している。こ

のことは,す なわち,幼 体の成長・成熟の中で,こ れ らの行動が時間的にほぼ同じ,あ るいは,

近い関係にある行動であることを示唆す るものと言えよう。つまり,幼 体が生得的に獲得し

たニホンザルという種に固有の成長 ・成熟の中で互いになんらかの関連のある行動であると

考え られる。また,隔 離飼育を受けた幼体三匹か らなる一つの集団の中に隔離飼育を受けた

ことのない成体の雄あるいは雌を一匹ずつ加えたとき,自 己指向性口触および手触の常同行

動は全 く現われず,位 置移動性の常同行動が現われ,成 体を取 り出したときにはその逆の結

果が得 られた(南,1970)。 すなわち,自 己指向性の常同行動 と位置移動性の常同行動は発
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現する事態を異にするのである。 したがって,た とえば,他 個体から攻撃を受けたとき,位

置移動性の常同行動が出現 し,適 切な反応を示 し得ないという意味で位置移動性の常同行動

を非社会性の行動と呼ぶな らば,同 じ集団の中の他のサルに対して積極的にかかわろうとし

ないという意味で,成 体がいないときにみられる自己指向性口触および手触の常同行動は,

また別のタイプの非社会性の行動と呼ぶ ことができるだろう。つまり,い ずれにしても,母

子隔離を受けた幼体が常同行動を発現させるということは,そ の常同行動の行動型によって

現われ方は異なるが,い ずれのタイプの常同行動であっても幼体の社会的な行動に欠陥を与

えるのである。

これまで述べてきたように,常 同行動の発現条件に関して,母 子隔離は重要な条件である

が,特 定の行動型を生起させる発現条件については,幼 体の成長 ・成熟の程度と,受 容 しな

ければならない刺激が母子隔離によって欠落したことの間の相互作用の結果であると考えら

れ る。この問題に対する一つのアプローチとして,常 同行動の一つの行動型であると考えら

れる体ゆすり行動について次のような興味深い研究がある。

Mason&Berkson(1975)は,体 ゆす り行動の発現 と母ザルの行動特性との関連を明らか

にするため,19匹 の リーサスザルを用いた実験を行なった。生後2日 目に母子隔離を受け,

2グ ループに分けられた幼体は,母 ザルの代理 として,そ れぞれ異なる模型が与えられた。

つまり,床 に固定 された代理模型のある鑑に入れられたグループ(静 止群)と,上 下に動き,

同時に床を自.由に動 くことのできる代理模型のある濫に入れ られたグループ(運 動群)で あ

る。その結果,静 止群の10匹 の幼体のうち9匹 は体ゆす りを発現させたが,運 動群の9匹 の

幼体は体ゆす りを全 く発現させなか った。

この研究は,幼 体に発現す る常同行動が母ザルの運動そのものとなん らかの関連のあるこ

と,同 時にその他の常同行動の発現が,母 ザルの行動特性 となんらかの結びつきのある可能

性を示唆するものである。そこで本論文においては,生 後初期の母子隔離によって発現する

自己指向性口触および手触の常同行動に問題を絞 って考察を続けよう。

2.常 同行動の行動型 と生後初期における幼体 の行動発達

常同行動の行動型を規定する条件は母子隔離を受けた時点における幼体の成長 ・成熟の程

度であることはすでに述べた通 りである。つまり,常 同行動の行動型は種に固有の行動型と

全 く異なる行動型の発現ではなく,そ の多 くは幼体が系統発生の途上で種として獲得してき

た行動型が生後当初か ら,そ れ と結びつ く解発刺激が欠落 したために本来の行動型か ら逸脱

した行動型を発現させるのである。 さらに,常 同行動は隔離時の発達段階で発現していた行

動が変形 し,固 着 したもの(糸 魚川,1975a)で ある。 換言すれば,常 同行動は,幼 体が本
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来的 に有 して いる感覚運動系 における変化 の一 つの表現で あり,他 の行動の生起 を阻害 し,

ま た,そ の行動の代償 と して現 われ る(Berkson,1968)の で ある。 したが って,常 同行

動を発現 させ るメ カニズ ムを 明 らか にす る方法 は,幼 体の 発達初 期の行動を分析す ること

(Berkson,1967)で あ る。

常同行動 の一種 であ る指 しゃぶ り行動 をひ き起す刺激 は,手 の親指(thumb),足 の 親指

(toe),お よ びオ スの幼体 のもつ ペニスのよ うな小 さ くて柔か い突起で あ り,し たが って,

これ らの常同行動は母 の乳首 を吸 う行動の代償 と して発現す る(Berkson,1968)。 さ らに,

約6カ,月 間,母 と共 に飼 育 された幼 体 には発現 しない指 しゃぶ り行動 と体 を抱 く行動(gra-

sping)は,母 子 隔離 によ って,し がみ つ き行動や乳 を吸 う行動が本来 向け られ るべ き対 象

で あ る母の不在 に よって 自己の身体 の一部 に向け られた行動 とな って発現す る,と 考 え られ

る。 このよ うに,少 くとも霊長類の初期発達段 階において,幼 体の身体接触 の欲求 は極 めて

強 烈であ り,そ れは恐 らく全身的,あ るいは特定 の部 位におけ る接触の欲求 として現 われ る

ものと考 え られ る。 しか も,こ の基本的 な欲求 を充 足す るための行動型 は;種 に固有 な もの

と して,そ の種 の全 ての個体が共通 にも って いるはずであ る。 この ような基本的認識 にたて

ば,常 同行動 の行動型 として表現 され る指 しゃぶ り行動や体 を抱 く行動は,ロ 唇 部,あ るい

は手掌部へ の強 い刺激 欲求 を 自 らの身体の一部を用 いて代償 的に満 足させ ようとす るもので

ある,と 考 え ることがで きる。

Bowlby(1958)は 人 間に固有 の反応 と して,(1)泣 く(crying),(2)し が みつ く(clinging),(3)

乳 を吸 う(sucking),(5)微 笑 す る(smiling),そ して(5)追 従 す る(foUowing),な どの行動

を挙 げている。 しか し,ニ ホ ンザルには少 くとも微笑す る行動 はない。幼 体の3,4ヵ 月 の

頃 まで によ く見 られ る行 動は,50～60c魏 ほ ど離れ たと ころか ら幼体 が母を じっとみると,母

が幼体 に 工ipsmacking3}を 与 え る位で ある。 また,サ ルは人 間のよ うに,い わゆ る泣 くこと

はない。む しろ,悲 鳴に近 い音声 を発す るのみで ある。 さ らに,わ れ われが観察 した ところ

では,追 従はあ まりみ られず,同 じ機能 を もつ 行動 として接近(approach)が 多 くみ られ る。

このよ うにみ ると,人 間 とニホ ンザル において,ほ ぼ同 じ行動型で,し か も,ほ ぼ同 じよ う

な機 能を果 たす行動 は,し が みつ く行 動 と乳を吸 う行動で ある(南,1974c)。 単 に形 態学 的

な基準によ って分類 され ただけで同 じ霊 長類 に属 し,そ の 中で異 なる種 であ る人 間 とニホ ン

ザ ルの聞において,幼 体が正常 に発達す る上で重要な行動の 中で,乳 を吸 う行動 としがみつ

く行動 の二つ の行動が,行 動型か らも,ま たその果 たす機 能的な側面か らみて もほとんど類

似 の行動 である とい うことは,系 統発生 的な観点か ら行 動を眺めた とき,極 めて重要 である。

この ことは,人 間 と人間以外の霊長類 の行動分析 によ って,霊 長類の中で種の異 なる動物 を

同 じような方法で比較 しうるとい うことで ある。つ ま り,こ れまで動 物心理学,あ るいは比

較心理学 といわれ る心理学 の一 分野に おいて,こ れ まで ほ とんどな されなか った人間 と動物
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をつなぐ研究が可能であり,ひ いてはこれまで人間を直接的な研究の対象としなかった動物

を扱う心理学か ら人間を対象とした心理学への貴重な視点を与えることができるということ

である。

以上述べたことを基にして,次 に,幼 体の母へのかかわりの中で識別の困難な乳を吸う行

動(sucking)を 除いた幼体の行動,特 に,幼 体の母へのしがみつき行動を中心とレて,幼 体

と母の行動発達を分析し,常 同行動の分析結果と比較,検 討する。

Fig.1は 幼体と母の位置移動の発達を示 したものである。それによると,母 の位置移動は

幼体の誕生直後1カ 月の段階でわずかに減少しているだけで,幼 体の生後9ヵ 月まで大きな

変化はみられない。それに対 して,幼 体の位置移動は,生 後3,4カ 月まで急激に増加 し,

その後はほとんど横ばいの安定した状態が続 く。幼体の位置移動は,幼 体の運動機能を含む

全身的な成長 ・成熟をあらわし,ま た,母 との個体間距離を形成する要因でもある(南,19

76)と 考え られるところから,幼 体の位置移動が生後3,4カ 月まで急激に増加するという

ことは,幼 体の全身的な成長 ・成熟が,そ れだけ急激に進むということである。つまり,生

後3,4カ 月の段階で幼体の成長 ・成熟がある一定の段階に達するということである。 しか

し,こ のように,全 身的な成長 ・成熟がある一定の段階に達するといっても,母 と比較する

と,よ り高い頻度で この行動が現われるところか ら,3,4カ 月以後になるとまた別の要因

がこの行動の生起に関与するものと考えられる。したがって,こ の点に関 しては,今 後の詳

細な研究が必要である。

Fig.2は 幼体の母への しがみつき行動の発達を示 している。この行動は,す でに述べたよ

うに,幼 体が母の乳を吸う行動を側面から支える行動であり,同 時に必要なとき母の保護を

受けるのに最も適 した行動である。 したがって,幼 体の生命維持にとって極めて重要な行動
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である。幼体の母へのしがみつき行動は幼体の誕生後,最 初の1カ 月で急激に減少 し,そ の

後3,4カ 月まで漸減す る。その後の3カ 月は更に減少を続け,生 後9カ 月の間では最低の

水準に達する。 このように,生 後9カ 月までの幼体の母へのしがみつき行動は次の三段階に

分類することができる。

第1殺 階:出 生直後か ら生後3,4カ 月までの期間。

第2段 階:第1段 階の終了後6,7カ 月までの期間。

第3段 階:第2段 階以後9カ 月までの期間。

幼体が母にしがみつ く行動 と乳を吸う行動に対応する母の行動は,ま ず,母 が幼体を抱く

行動である。次に,ニ ホンザルの母子間に多くみられる母の行動の中で,幼 体の母へのしが

みつき行動や乳を吸う行動を少 くとも妨げない行動としてグルーミング行動(grooming)が
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挙 げ られ る。 これ らの行動は,幼 体の 出生直後 か ら最 も多 くみ られ る母の代表的な行動で あ

る。幼体 の出生直 後か ら生後9ヵ 月 まで の母 ⑱幼体 を抱 く行動(Fig.3)は,幼 体 の生後3

ヵ月 まで急激 に減 少 し,そ の後,わ ずか に減少 し,6,7ヵ 月以 後わずか に増加す る。 また,

母か ら幼体 に向け られ るグル ー ミング行動(Fig.4)は,生 後3'㌍5カ 月の間 わずか に増加

し,生 後6カ 月 の頃 にわずかに減少す るだ けで幼体 の発達 に ともな う変化はそれ ほど顕著で

はない。 そ こで,母 の とる二つの行動を一 つの図 に表 わす(Fig.5)と,位 置移動で分類 し

た三つの発達段階 がほぼ明 らかに認 め られ る。つ ま り,母 の幼体 を抱 く行動が幼体 に向 け ら

れ たグルー ミング行動よ りも高頻度に現われ る段階(第1段 階),グ ル ー ミング行動が抱 く行

動 よりも高頻度 に現 われ る段 階.(第2段 階),.、.そ.して,こ の二つ の行動 がほぼ同 じ頻 度で現わ

れ る段階(第3段 階)で ある。 この ことは,幼 体め行動 の変化,あ るいは幼体 の母へのかか
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わりの変化に対 して,母 は,量 的にも,ま た質的にもその行動を変化させていることを示唆

する。つまり,母 の幼体を抱 く行動が生後3カ 月の間に急激に減少するとき,グ ルーミング

行動が漸増す る結果,母 から幼体への全体的なかかわりは漸減することになり,母 の幼体へ

のかかわりが急激に減少することを回避 している。つまり,母 は幼体の発達にともなって自

らの取 りうる多くの行動の中から幼体のはた らきかけに応 じて 自らの 行動を 変化 させてい

る。

幼体の常同行動の行動型 と隔離時期,お よび幼体の行動発達の関連を示したのがFig.6で

ある。幼体の母へのかかわりの程度をあらわす指標として,幼 体の母へのしがみつき行動を

採用 した。それによると,指 を吸うなどの自己指向性口触の常同行動と,自 らの身体の一部

を抱 くなどの 自己指向性手触の常同行動は,母 に向けられた幼体のしがみつき行動が幼体の

位置移動を上まわ っている第1段 階にあらわれ,床 を動きまわる行動やターン行動のような

位置移動性の常同行動は,幼 体のしがみつき行動と位置移動がほぼ同じ水準に到達する第3

段階にみ られる。また,第2段 階の常同行動は,幼 体の母へのしがみつ き行動が減少し,増

加した位置移動とほぼ同じ水準 に達するか,あ るいは逆転するときにあらわれる。つまり,

第含段階の常同行動は,第1段 階と第3段 階の両方にみ られる行動型である。これらのこと

か ら,す でに述べたように,常 同行動は,母 子隔離によって発現 し,そ の隔離を受けたとき

の幼体の成長 ・成熟の程度によって行動型が規定される。このように,常 同行動の分析は,
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幼体の成長 ・成熟の程度と幼体の母とのかかわりとの間に密接な関連のあることを明 らかに

する。 したがって,こ の研究は,霊 長類における母子関係の研究に新たな視点を与える。と

りわけ,幼 体の成長 ・成熟にかかわる母ザルの生物学的および心理学的な役割を解明する上

で貴重な手がかりを与えるものである。 しか し,初 期発達段階における幼体の行動発達の過

程に性差の認められること(Itoigawa,1973b)か ら幼体の性によってその成長 ・成熟が異な

ること,ま た,た とえ隔離時期と期間が同じであっても常同行動の発現に性差の存在する可

能性のあること(Table1)な どか ら,性 差や,さ らには個体差の解明などを含むさらに詳

細な行動分析が必要である。

3.幼 体 の行動発達に関す る比較行動学か らのアプ ローチ

前田(1963)に よると,衝 動の自発的な産出によって生 じた内的緊張は,一 定の行動を生

起させることによってその際の衝動の解放を行ない,自 体と環境 との力関係に不必要な歪曲

の残留するのを拒 もうとし,ま た,こ の衝動の解放は一定の型の実行器官の活動と直結して

おり,安 定確保は多 くの場合動物 において本能的保証を有 している,と される。したがって,

成長 ・成熟の進行にともなって幼体の内部に自発的に生起す る衝動は,本 来ならば,幼 体か

ら母への種に固有の行動型によるはた らきかけによって解放され,そ れに応 じて生起する母

か ら幼体へのはたらきかけという種に固有の刺激によって解消されるものである。ところが,

個体発生の初期発達段階において経験遮断が行なわれるとき,こ の実験的方法は系統発生的

に適応 した行動系にいちじるしい影響を与える(前 田,1970)。 つまり,生 後初期に母子隔

離を受けた幼体は,経 験 とか学習によって獲得されるべ き行動の発現を阻止されるばか りで

な く,系 統発生の途上で獲得 してきた種に固有の行動の発現にも大きな影響を与えることに

なる。 したがって,経 験遮断を受けた個体は,

1本 能行動の刺激閾が高まる,

2AMの 選択性が低下する,

3社 会的な抑制(殺 害抑制)が 阻止される,

のである(前 田,1970)。 つまり,母 子隔離という経験遮断を受けた幼体は,発達の進行にと

もなって自発的に産出される衝動の解放が阻止されて内的緊張が生じ,系 統発生の途上で獲

得 して きた行動の刺激閾が高まり,AMの 選択性が低下する結果,本 来向け られるべき対象

に最も類似 した手近かの刺激 によって内部緊張を解消しようとす るのである。換言すれば,

母子隔離を受けた霊長類の幼体は常同行動を発現させ,そ れによって衝動系の安定確保を計

らなければならなくなる。つまり,一 次行動である本能行動の範疇には入 らない行動型をと
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ることによって自発的に生起する衝動を解放 し,全 体として種に特有な行動範囲におさまり』

得るものが霊長類における常同行動である(杉 野&橋 本,1973)。 さらに,母 子隔離によ

って解放を阻止された衝動は,種 に固有の行動型に最も近い行動型によって解放されなけれ

ばならないし,ま た,解 放 したものが霊長類の常同行動である。 したがって,霊 長類におけ

る常同行動は,正 常な個体には全 くみ られない行動ではなく,正 常な個体のもつある特定の

行動が,母 子隔離を受けた時点でまさに固着 してしまうのである。たとえば,常 同行動の一

つである指 しゃぶりは,吸 う行動そのものが異常ではなく,本 来ならば当然向けられるはず

のない自己の身体の一部を吸うといった,つ まり向け られた対象が異常なのである。ところ

が,母 子隔離を受けた幼体は常同行動を発現す ることによってその事態に適応するのである

か ら,そ の意味で常同行動は適応行動の一種であるとも考え られる。 しかし,異 常事態に適

応す るということは正常事態に適応することと同じではない。 したがって,そ のような形

で内部の平衝維持 に成功したとしても,そ の結果,す でに述べたように,他 の仲間との接触

が困難でありゴまた,次 の世代を産み,そ れを育てることができないことを考えれば,そ の

個体にとって常同行動は決 して正常な行動ではない。われわれは,動 物の行動を分析す ると

き,常 に系統発生の重みを考慮 しなければな らない。

これまで述べてきたように,自 発的に産出される衝動の解放を行なうことのできる.生得的

な保証をもつ人間以外の霊長類 においては発達初期の母子隔離 という厳 しい条件下で常同行

動を発現させ ることによって衝動系の平衝維持を計り,生 命を維持することができる。しか

し,解 放すべき衝動が生じたとき,そ の衝動を解放しうる行動型を本来的にもたない,あ る

いはわずかしかもたない人間にとって,二 次反応の対象は他者でも,物 理環境でも,自 己の

身体でもなく,自 我であり,反 応の終局は自我の破滅 にまで至る(糸 魚川,1967)の である。

長い系統発生のプロセスを経て獲得されてきた種に固有の行動型によって衝動の解放が行

なわれることは,こ れまでしば しば述べてきた点である。 ほとんど外界か らの影響を受けず

に生得的な行動を発達 させ ることのできる動物を除けば,多 くの動物において,AMあ るい

はAAMの 成熟に物理的,社 会的な刺激が重要であることは当然である。個体発生の初期発

達段階においで幼体が発達する上で外界か ら得なければならない刺激は,動 物の種が異なれ

ば異なるほど,ま た,同 種の動物であっても,発 達段階が異なれば,刺 激の受容が異なるし,

当然その影響 も異なる。つまり,幼 体が発達する各プロセスにおいて,幼 体はある特定の発

達段階でどのような刺激を受容 しなければならないか,そ の刺激をどこ(だ れ)か らどのよ

うな行動を通 して受容するか,さ らに,他 の種の動物 とは異なり,た とえば,ニ ホンザルな

らばニホンザルという種に固有の刺激とはどのような刺激か,な どの問題を明らかにするこ

とは,わ れわれが動物の行動を分析 し,ま た理解する上で極めて重要な ことである。つまり,

われわれが行動発達に関す る環境要因を分析する理由は,動 物の行動が単に環境要因によっ
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てのみ規定されると考えるからではなく,動 物がその内部に生起する衝動を解放す るために

どのような刺激を外界から必要 としているかを明 らかにするためである。

また,個 体差の小さな動物,た とえば心理学で最も多 く使用される白ネズミは,ほ とんど

純系の動物であり,行 動発達研究に横断的な研究方法をとることが可能である。 しかし,多

くの動物 においては,個 体のもつ遺伝的あるいは生得的に獲得してきた能力の差異が個体の

刺激受容および行動の生起に大きな差を生ぜ しめ,し たがって,個 体差が大きくあらわれる

可能性がある。そのために,と くに,個 体差の大 きな動物を用いた行動発達研究において,

横断的な研究方法は重要な発達段階や事象を見落す危険があり,し たがって縦断的な方法を

とる必要性がある。

動物が発達初期の刺激づけによってそれ以後の行動に及ぼす影響を明らかにすることを初

期経験の問題と考えるならば,そ れは,ま ず,生 後初期のある特定の刺激や飼育条件がそれ

以後の行動発達にどのような影響を与えるかを明らかにすることであり,さ らに,生 育史あ

るいは個体発生という時間を基準にして行動を分析し,解 明することである。その場合,与

えられる刺激や飼育条件については系統発生的な観点か ら十分に吟味されなければならない。

初期経験の問題として重要なものに鳥類などにみられる刻印づけ(imprinting)の 現象が

ある。この現象は,Lorenz,K。 によって報告されて以来(Lorenz,1960),行 動の生得性 ・

獲得性の問題と関連して しばしば論議されてきた。この現象は次の諸点においても極あて重

要である。

第1に,こ の現象は,い わゆる生得的な行動が生後初期における特定の刺激 と結びついて

生起する,と いう点で重要である。つまり,外 界のある特定刺激と結びついて始めて生起す

る生得的な行動もあるということを示唆するものである。 したがって,こ の現象は,い わ

ゆる本能と学習のいはば接点となりうるものである。次の重要性は,一 度刻印づけが成立す

ると,性 行動などのように後になって生起する行動が刻印づけられたものと同じ種のものに

対 して向けられる可能性があるという点である。つまり,生 後初期の発達段階におけるある

特定の経験が後の全 く異なる種類の行動にまでその影響を及ぼす ことである。 このことは,

生後初期の発達段階に受けるわずかな刺激が後になって重要な行動の変化 となってあらわれ

ることを示唆する。第3の 重要性は,鳥 類においては,あ る特定の視覚あるいは聴覚などの

刺激が将来の行動に大きな影響を及ぼす ということである。 しか し,鳥 類以外の他の動物の

初期発達段階における視覚的 ・聴覚的 ・触覚的な刺激,あ るいは行動の発現過程については

未だほとんど解明されていない。しかし,す でに述べたように・常同行動の分析か ら・霊長

類の初期発達段階において,母 か ら与え られる触覚的刺激が幼体の行動発達にとって重要で

あることが明らかにされている。

霊長類における初期経験の問題は,幼 体の発達に及ぼす種に固有の,し かもある特定の刺
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激や行動を解明する点に意義があり,さ らに,こ の問題に関連 して次の三点が指摘される。

まず第1に,幼 体が種に固有の行動を発達させる上でどのような刺激や行動を必要 とす る

か,ま た,特 定の刺激を受容する上で幼体はどのような生物的な基礎をもっているか,が 挙

げられる。幼体の必要とする刺激受容はどのような行動によって保証されているかを明らか

にす ることは,幼 体が環境とのかかわりを通して外界にどのように適応す るかを明らかにす

る上で極めて重要である。 このときの外部刺激として,

1母,同 年齢の個体,同 種の個体,近 縁他種の個体,そ して種の異なる個体,な どとの

接触のような社会的刺激,

2個 体のおかれた物理的環境の広さ,構 造,温 湿度などの非社会(物 理)的 な刺激,

に大別される。すでに述べた常同行動の分析から,幼 体の発達途上のある特定時期における

幼体の行動発達に関する母との身体接触の重要性が指摘された。霊長類における初期経験の

問題 と関連 して,常 同行動研究の重要性は,幼 体が発達にともな って母か ら獲得 しなければ

ならない刺激の解明,ま た,そ の刺激が幼体および母のどのような行動によって保証されて

いるかを明 らかにすることのできることである。したがって,母 性行動は幼体の必要に応じ

て生起する母の行動であり,そ れは他の個体によってはほとんど与えることのできない刺激

であり,ま た行動である。換言するならば,幼 体が種に固有の行動を発達させ る上で初期発

達段階において母か ら与えられなければな らない刺激を明 らかにすることが霊長類における

母性行動の研究である。 このような観点から・幼体の行動発達に関する多くの問題を明 らか

にす ることは,ま た,心 理学におけるさまざまな問題を解明する上で大きな意義があると考

えられる。

初期経験をめぐる第2の 問題 として,発 達段階の解明が挙げられる。これは,幼 体の刺激

受容が発達にともなってどのように変化し,ま た,そ の行動上の基礎がどのように変化する

かを明らかにす ることである。

最後に,人 間を含めた霊長類に共通の,あ るいは類似の刺激はどのような刺激であるかを

明らかにすること,そ してまた,そ の刺激はどのような行動によって基礎づけられているか

を明らかにすることである。たとえば,ニ ホンザルに特有の刺激 と行動・人間以外の霊長類

に特有の刺激と行動,そ して人間を含めた霊長類に特有な刺激と行動の解明と・それらに共

通の,あ るいは類似の刺激と行動の解明が重要である。 このような比較によって明 らかにさ

れることは,単 に動物の行動を明らかにすることばかりでなく,ひ いてはわれわれが人間を

理解する上で極めて重要な意味がある,と 考えられる。

本研究は大阪大学入間科学部前田嘉明教授,川 ロ勇教授,沢 田昭助教授,そ して糸魚川直

祐助教授の御指導によるものであることを附記し,厚 く感謝致 します。
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1),2)AM(aus1δsenderMechanismus)は 反 応 の 選 択 的 解 発 に 参 加 す る 凡 て の 構 造 を 包 括 す る 機 構

の こ と で あ り,AMが 系 統 発 生 的 な 適 応 的 変 容 に よ っ て 形 成 さ れ た と み な し う る と きAAM

(angeborenerausl6senderMechanismus)と い わ れ る.(前 田,1970)。

3)口 唇 部 を パ ク パ ク 早 く動 か す 行 動 で,親 愛 の 表 現 で あ る と い わ れ る 。
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TH:ESTUDYOFEARLYMOTHER-INFANT

RELATIONSHIPINJAPANESEMACAQUES

ANETHOLOGICALANALYSISOF

STEREOTYPEDBEHAVIORS

TETsuHIRoMINAMI

Animalsofthesamespeciesdevelopspecies-speci丘cbehaviorpatternswhichhave

beenacquiredinanimalsthroughevolution.Accordingtotheconceptofethology,.

thei耳natedriveisreleasedtoade丘neddirectionusingthespecies-specificpatterns

ofbehavior.ThesebehaviorsofanimalsdevelopunderinHuencesofenviromnentsin

whichtheygrow.

Animals至iveintheirsocialandphysicalenvironments,andcontactwiththeenviron.

mentsactivelyevenintheirearlylife.Theychangetheirbehaviorsasaccepting

stimulusfromsocialandphysicalenvironmentsineachstageofthedevelopmentof

infant,andchangetheirresponsestothestimulus.Hense,itisimportanttoanalyze

howanimalscontactwiththeirenvironmentsintheprocessoftheirdevelopment.

ThestudiesofdevelopmentofinfanthavebeenconductedinourIaboratory.

Monkeysrearedinisolationdevelopvariouskindsofsymptom,suchasdistortionsof

socialbehavior,restrictionsincontactwithphysicalenvironment,anddevelΦmentof

stereo重ypedbehaviors(Itρigawa,1967).Thestereotypedbehaviorsarecharacterized

byout-of-context,irreversibility,repetitiousness,andpersistency(Minami,1974b).

Resultsobtainedbyourstudyareasfollows.

(1)Thestereotypedbehaviorsdevelopwheninfantisisolatedfromitsmotherfora

certainperiodafterbirth,eventhoughitisrearedw{thothermonkeysthanitsmother.

(2)Socialisolationintheearlyperiodofinfant'slifewithinoneyeartendsちodevelop

non-locomotivestereotypedbehaviorsandsocialisolationinthelaterperiodofinfant's

life.with量noneyeartendsto・developlocomotivestereotypedわehaviors.

(3)Therearedifferencesinspecies,sexes,and圭ndividualsinthedevelopmentof

thestereotypedbehaviors.

Themostimportantfactorforthedevelopmentofthestereotypedbehaviorsisto

rearinfantinisolation.Sizeandstructureoftheliving-cageandsocialinteractions

withothermonkeysthanitsmotherarenotimportant。Investigationofthest6reotyped

behaviorssuggeststhatbodilycontactwithitsmotherihtheearlylifeofinfantisim-

portantfordevelopmentofinfantasawhol6.Theabilityofinfantforreceiving

stilnulusfromtheenvironmentsdependsonthedegreeofgrowthandmaturationof

infantinqualityaswellasinquan鳶ity.Hense, .thepatternsofthestereotypedbe一
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haviorsarerelatedtothedegreeofdevelopmentofinfantatthetimeofmaternal

ロ
separatlon.

Tablelshowstherelationshipbetweenthepatternsofthestereotypedbehaviors

andtheinfant'sageatthetimeofmaternalseparation.Thepatternsofthestereo-

typedbehaviorsareclassifiedasfollows.

(1)Auto-directedandoralstereotypedbehaviors:behaviorstouchingitsownbody

withmouth.

(2)Auto-directedandmanualstereotypedbehaviors:behaviorsinteractingitsown

bodywithhandand/orfoot.

(3)Locomotivestereotypedbehaviors:behaviorwithrepeatedlocomotionusing

thewholebody.

Infantsseparatedfromtheirmothersfromldayto88daysofageunexceptionally

developedauto-directedoralbehaviors,and/orauto-directedmanualbehaviors.Infants

separatedfromtheirmothersfrom90to193daysofageshowed.auto.directedoraIand

manualandlocomotivepattemsofthestereotypedbehaviors.Furthermore,infants

separatedfromtheirmothersfrom283to751daysofagedevelopedonlytherepeated-

locomotivestereotypedbehaviors.

Thedriveproducedintheprocessofgrowthandmaturationof.infantisreleased

byspecies-specificpatternsofbehaviortomother.However,wheninfantisseparated

frommotherintheearlydaysofinfant'sageafterbirth,separationaffectsnotonly

theIearnedbehaviorofinfant,butthespecies-speci丘cbehaviorpatternsofinfantacquired

量ntheprocessofevolution.Thestereotypedbehaviorsininfantarespeci丘edexpression

ofbehaviorswhichareshownbymonkeysrearedinthenormativecondition.Therefore,

thestudytomakeclearthemechanismofdevelopmentofthestereotypedbehav量ors

shouldbebasedontheanalysisofbehaviorsofinfant量ntheearlyperiod()fitsde-

velopmentinthenormativecondition.

Figurelshowsthedevelopmentalchangesintheinfant'sandthemother'slocomotions

inthe丘rstgmonthsoftheinfant'slife.Theinfant'slocomotionincreasedinthefirst

3-to4-monthperiod,whereas,themother'slocomotionstayedataboutthesamelevel

duringthe丘rst3months.

Figure2showsthedevelopmentof丘lialclingingtoits皿otherduringthe丘rstg

monthsofinfant.The丘lialclingingduringthefirstgmonthscanbeclass量fiedinto

threestages.

(1)Theperiodfromlmonthtobetween3and4months.

(2)Theperiodfromtheendof丘rststagetobetween6and7months.

(3)Thesubsequentmonths.

Thematernalembraceandgroominginfant,shownin丘gure3,4,and5,arecharac-

teristicbehaviorpatternswhichareshownmostamongmother.infantinteractionsin

theearlylifeofinfant.Thefirststage,asdefinedabove,istheperiodwhichthe
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maternaIembraceoccurredmorefrequentlythanmaternalgrooming.Duringthe

secondstage,maternalgroomingoccurredmorefrequentlythanmaternalembrace,and

duringthethirdstagethefrequencyofthetwobehaviorswasapproximatelyequaL

Figure6showsthedevelopmentalrelationshipbetweenthepatternsoftheinfant's

stereotypedbehaviorsandtheonsetofmaternalseparation.Thestereotypedbehaviors

duringthefirststageareobservedwhenfilialclingingoccurredmorefrequelltlythan

infant'sIocomotion.However,thelocomotiveandrepeatedstereotypedbehaviorsduring

thethirdstageoccurredwhenthe丘lialclingingandtheinfant'slocomotionwereat

equallevels.Thestereotypedbehaviorsduringthesecondstageoccurredwhenthe

filialclingingbecamelessfrequentthaninfant'slocomotion.Itissuggestedthatthe

patternsofthestereotypedbehaviorsappearinconnectionwiththestagesofdevelop.

mentofinfant.

Mother.infantinteractionsinthenormativeconditionwereanalyzedinordertoclari旬

therelationshipbetweentheinfant'sageofmaternalseparationandthepatternsofthe

stereotypedbehaviorinducedbytheseparation.Fromthispointofview,thedevelop-

1nentof丘lialclingingandmaternalembraceandgrooming(Minami,1974b),andthe

relationshipbetweenmother-infantdistance(0.5m)and丘lialIocomotion(Minami,

1976)inthe丘rstsixmonthsoftheinf乱nt'slifewerestudied.

Followingresultswereobtained.

(1)Theinfant'slocomotiontendedtoincreaseandthe丘lialclingingwasinclined

todecreaseinthe五rstthreemonthsoftheinfant'slife.

(2)Maternalembracetendedtodecreaseinaccordancewiththedecreaseinclinging

inthe丘rstthreemonthsofinfant'slife.Maternalgrooming,however,didnotdecrease.

(3)Theinfant'slocomotionandfilialclingingwereaf色ctedbymaternalembrace

inthe五rstsixmonthsoftheinfant'slifeandbybothmaternalembraceandgrooming

afterthattime.

(4)TheO.5mdistancebetweenmotherandinfanttendedtobeaf色cteddirectlyl〕y

infant'slocomotionandindirectlybymaternalbehavior,becausetheO.5mdistance

betweenmotherandinfanttendedtochangeinaccordancewiththe五liallocomotion

whichwasaflectedbymaternalbehaviorsinthe丘rstsixmonthsoftheinfant'slife.

Theseresultssuggestthatthebehavioraldevelopmentoftheinfantisaflbctedby

maternalbehaviorevenintheearlylifeoftheihfant'sage.

Theanalysisofinfant'sexperienceswiththesocialandphysicalenvironmentsin

theearlylifeisprerequisitetosocialdevelopmelltofinfant.Itisimportanttoanalyze

influencesofearlystimulationuponthelaterdevelopmentofinfant,andalsotomake

clearhowthespecificstimulusortherearingconditionsinearlydevelopmentof

infantaf色ctthelaterbehaviorofinfant.Theimportanceofthestudyofthestereotyped

behaviorsistospecifythestimuluswhichinfantmightreceivefromitsmotherinthe

courseofdevelopmentofinfant.


